
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

６「特別支援教育をはじめとする多様な教育的

ニーズに対応した支援の充実」については、「保

護者・児童生徒」が約８０％であった。前年より

も改善傾向である。こどもが安心することができ

る支援体制をさらに強化していきたい。７「イン

クルーシブ教育の推進」については、約８０％以

上が「そう思う」「どちらかといえば　そう思

う」と回答していることから、概ね成果があった

と捉えることができる。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業ができていると思いますか。

４・５「個別最適な学びと協働的な学びの一体的

な充実」については、前年度よりも「そう思う」

「どちらかといえば　そう思う」という回答が大

幅に上回っていた。しかしながら、「こどもが、

対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業」においては、「教職

員」自身が、これまで以上に「めあて・対話・振

り返り」の丁寧な授業づくりを目指していく必要

がある。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

３「社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する

力を育む教育の推進」については、「保護者・教

職員」の約９０％以上が「そう思う」「どちらか

といえば　そう思う」と回答しているが、「児童

生徒」が約７５％という結果だった。２「自ら学

びに向かう力を育む教育の推進」同様に、児童自

身が学校生活や地域社会をよりよくするために考

える機会を設けるだけでなく、学んだことを十分

に振り返る活動に注力するなど、新たな策を講じ

ていきたい。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

１「豊かな心と健やかな体を育む教育の推進」、

２「自ら学びに向かう力を育む教育の推進」につ

いては、「保護者・児童生徒・教職員」の約８

０％以上が「そう思う」「どちらかといえば　そ

う思う」と回答していることから、概ね成果が

あったと捉えることができる。２の「こどもが自

分から取り組む授業づくり」は、前年度同様、児

童が主体的に考え、活動する場面づくりが今後の

課題である。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 
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・徳・知・体のバランスのとれた力を育むために、今年度の学校評価アンケートの結果をもとに教育実践を充実させていきたい。

・「こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ授業」、「こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の学びに生かすような授業」を目指し

て、アナログのよさ、デジタルのよさを効果的に活用し、授業力の向上に取り組んでいきたい。

・最適な教育環境の整備として「こどもが安心して学校生活を送ることができる支援体制」を強化していきたい。特に、「こころのきずなを深める月間」「心かがやけ月間」「人権月

間」等の取組を年間を通してつなげていきたい。さらに、特別支援教育や人権教育を積極的に推進し、学校全体で具体的な取組を図っていくようにする。

・「こどもや保護者が相談しやすい学校」を目指して、担任だけでなく関係機関（ＳＣ、ＳＳＷ等）とも連携して、年間を通して「教育相談」できる体制を構築していきたい。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

・主体的に考え行動する力の育成については、昨年度も課題としてあがっていた。学校全体としてさらなる取組に期待したい。

・地域との交流活動を通して、子どもたちの成長がよく伝わるようになった。

・学校支援ボランティア「歩くこども110番」が文部科学大臣からの表彰を受けたことは、これまで学校と地域が連携してきた大きな成果だと感じる。

・開かれた学校の教育活動、地域交流が年々広がっている。特に今年度、内閣府の委嘱を受け防災に取り組む防災士の方と地域が連携した防災の取組に学校も参加し

ともに取り組んだことは、震災に強いまちづくりの一助となっている。今後も地域と連携してさまざまな取組を実践していってほしい。

独自項目3

学校は、こどもが、生活リズムを整えたり、体をよく動かしたりなど健康づくり

に取り組み、できることを一つずつ増やす教育活動に取り組んでいると思います

か。

「生活リズムの調整」、「健康づくり」について

は、「保護者・教職員」では約９０％以上が「そ

う思う」「どちらかといえば　そう思う」と回答

しているが、「児童生徒」では８０％を割り込ん

でいる。さまざま教育活動においての振り返りを

丁寧に取り扱い、日々の学習や生活に結び付けて

いきたい。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て

「明るく気持ちのよいあいさつ」については、

「保護者、教職員」に関しては、概ね成果があっ

たと捉えることができるが、「児童生徒」の意識

には差が見られる。「互いに励まし合い・支え合

い・協力し合う教育活動」については、「保護

者・児童生徒」が約９０％と日々の教育活動が浸

透してきている。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

１０「こどもの最善の利益を守る環境づくり」に

ついては、「児童生徒」が約６5％ということも

あり、前年に引き続き検討課題である。今後、学

校だよりや学年通信等で「こどもの権利」に関す

る情報提供を積極的に行っていきたい。また、

「こどもや保護者が相談しやすい学校」を目指し

て、年１回の「教育相談」だけでなく、「保護

者・児童生徒」が気軽に相談できる支援体制を構

築していきたい。

独自項目

独自項目1 独自項目2

学校は、こどもが、「明るく気持ちのよいあいさつ」ができる教育活動に取り組

んでいると思いますか。

学校は、こどもが、友達と、互いに励まし合い・支え合い・協力し合

うことができる教育活動に取り組んでいると思いますか。

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

8「安全・安心な園づくりの推進」、９「地域や

家庭と連携した教育環境の整備」については、

「保護者・児童生徒・教職員」の約９０％が「そ

う思う」「どちらかといえば　そう思う」と回答

していることから、前年度よりも改善がみられ

る。今後も、生活科・総合的な学習の時間・特別

活動などを中心に、地域と連携した教育活動を展

開していきたい。
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